
日
本
国
憲
法
が
１
９
４
７
年
５
月
３
日

に
施
行
さ
れ
て
か
ら
79
回
目
の
憲
法
記
念

日
を
迎
え
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
で
日

本
が
行
っ
た
侵
略
行
為
に
よ
っ
て
、
国
内

外
で
多
大
な
犠
牲
者
が
出
た
。
そ
の
反
省

の
上
に
、
日
本
は
「
政
府
の
行
為
に
よ
つ

て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
が
な

い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
」
し
た
憲
法

の
も
と
で
、
平
和
国
家
と
し
て
の
歩
み
を

始
め
た
。
戦
後
80
年
間
、
日
本
が
他
国
と

の
戦
争
に
参
加
せ
ず
、
戦
争
で
一
人
も
殺

さ
ず
、
殺
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
は
、

憲
法
９
条
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
今
、
そ
の
憲
法
９
条
が
大
き
く
変
え

ら
れ
て
し
ま
う
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。

４
月
12
日
の
自
民
党
の
党
大
会
で
、
高

市
早
苗
首
相
が
「
立
党
か
ら
70
年
、
時
は

来
ま
し
た
。
国
会
で
結
論
の
た
め
の
議
論

を
進
め
、
改
正
の
発
議
に
つ
い
て
、
な
ん

と
か
め
ど
が
立
っ
た
と
言
え
る
状
態
で
来

年
の
党
大
会
を
迎
え
た
い
」
と
宣
言
し
、

自
民
党
の
結
党
以
来
の
党
是
で
あ
る
「
憲

法
改
正
」
実
現
の
意
欲
と
決
意
を
示
し
た
。

先
の
衆
議
院
選
挙
で
戦
後
初
め
て
単
独
で

改
憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２
以
上
の
議

席
を
獲
得
し
、
そ
の
数
の
力
に
よ
っ
て
一

気
に
実
現
し
よ
う
と
前
の
め
り
に
な
っ
て

い
る
。

改
憲
の
ね
ら
い
は
、
憲
法
９
条
を
変
え

て
自
衛
隊
を
軍
隊
と
し
て
位
置
づ
け
、
日

本
を
戦
争
の
で
き
る
国
に
す
る
こ
と
に
あ

る
。
日
本
国
憲
法
は
、
戦
後
、
米
国
の
日

本
統
治
の
基
本
方
針
で
あ
る
日
本
の
非
軍
事
化
と
、

戦
争
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
と
い
う
国
民
の
思
い

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
戦
争
の
勃

発
に
よ
っ
て
、
日
本
の
再
軍
備
へ
と
米
国
の
方
針

が
変
わ
っ
た
こ
と
で
憲
法
９
条
改
悪
の
動
き
が
始

ま
っ
た
。
戦
後
日
本
は
、
不
戦
を
誓
っ
た
平
和
憲

法
と
米
国
の
世
界
戦
略
に
日
本
を
巻
き
込
も
う
と

す
る
日
米
安
保
条
約
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
、

現
在
を
迎
え
て
い
る
。

憲
法
９
条
は
、
一
項
で
「
戦
争
を
放
棄
」
し
、

二
項
で
「
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を

保
持
し
な
い
」
と
規
定
す
る
こ
と
で
、
軍
事
を
完

全
に
否
定
し
「
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
戦
争
は

し
な
い
」
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
戦
争
と
は
、
侵

略
戦
争
だ
け
で
は
な
く
自
衛
戦
争
を
も
含
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
、
全
て
の
戦
争
が
自
衛
の
名
で
行
わ

れ
る
と
い
う
消
極
的
な
規
範
で
は
な
く
、
軍
事
力

を
封
印
す
る
こ
と
で
「
非
軍
事
に
よ
る
平
和
」
を

追
求
す
る
と
い
う
積
極
的
な
規
範
で
あ
る
。
１
９

５
４
年
に
発
足
し
た
自
衛
隊
は
、
こ
の
憲
法
９
条

の
規
範
に
よ
っ
て
常
に
違
憲
性
が
問
わ
れ
、
そ
の

活
動
が
制
約
さ
れ
て
き
た
。

１
９
９
０
年
代
ま
で
に
、
自
衛
隊
の
合
憲
性
を

巡
る
攻
防
の
中
で
、
「
専
守
防
衛
」
と
い
う
大
原

則
が
確
立
さ
れ
、
そ
れ
に
付
随
し
て
「
自
衛
隊
の

海
外
派
兵
の
禁
止
」
、
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
の

禁
止
」
、
「
攻
撃
的
兵
器
保
有
の
禁
止
」
、
「
武

器
輸
出
（
禁
止
）
三
原
則
」
、
「
防
衛
費
の
Ｇ
Ｎ

Ｐ
（
の
ち
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
一
％
枠｣

が
確
立
し
、

「
平
和
国
家
」
と
し
て
の
形
が
整
っ
た
。
し
か
し
、

１
９
９
１
年
に
勃
発
し
た
湾
岸
戦
争
で

自
衛
隊
が
海
外
派
遣
さ
れ
て
以
降
、
安

倍
政
権
で
の
安
保
法
制
の
制
定
、
岸
田

政
権
で
の
安
保
三
文
書
の
閣
議
決
定
で

次
々
と
原
則
が
破
ら
れ
、
高
市
政
権
で

「
武
器
輸
出
の
原
則
禁
止
」
が
「
原
則

容
認
」
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
沖
縄
や

南
西
諸
島
を
は
じ
め
と
し
て
日
本
各
地

の
ミ
サ
イ
ル
基
地
化
が
進
み
、
国
内
だ

け
で
な
く
、
海
外
で
の
合
同
軍
事
演
習

も
行
わ
れ
、
戦
争
の
準
備
が
急
速
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。

自
民
党
政
権
は
、
戦
後
最
悪
の
安
全
保
障
環
境

を
理
由
に
、
日
本
の
平
和
を
守
る
た
め
に
軍
事
的

な
抑
止
力
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
抑

止
力
と
は
、
戦
争
す
る
意
思
と
能
力
が
あ
る
こ
と

を
相
手
に
示
し
攻
撃
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
た
め

の
威
嚇
で
あ
る
。
軍
事
力
を
増
強
し
抑
止
力
を
高

め
る
こ
と
は
、
日
本
は
戦
争
を
す
る
能
力
と
戦
う

覚
悟
が
あ
る
こ
と
を
相
手
に
示
す
こ
と
で
あ
り
、

戦
争
を
し
た
く
な
い
か
ら
抑
止
力
を
高
め
る
と
い

う
の
は
成
り
立
た
な
い
。
戦
争
を
す
る
能
力
が
あ
っ

て
も
意
思
が
な
け
れ
ば
相
手
の
脅
威
に
な
ら
な
い

が
、
戦
う
意
思
も
あ
る
と
な
れ
ば
脅
威
と
な
り
、

そ
れ
を
理
由
に
攻
撃
の
対
象
に
な
る
。
カ
ナ
ダ
の

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
研
究
で
、

「
軍
事
競
争
が
82
％
の
確
率
で
戦
争
に
つ
な
が
っ

た
」
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
実
際
、
政
府
は
抑
止

が
破
れ
戦
争
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。
「
抑
止
力
強
化
は
平
和
を
守
る
た
め
」

と
い
う
言
い
分
は
ウ
ソ
で
あ
り
、
そ
う
な
れ
ば
い

い
な
と
い
う
幻
想
に
過
ぎ
な
い
。

安
全
保
障
の
根
本
は
、
敵
対
す
る
国
を
作
ら
な

い
こ
と
だ
。
し
か
し
、
高
市
首
相
は
国
会
で
の
不

用
意
な
台
湾
発
言
に
よ
っ
て
、
中
国
と
の
関
係
を

最
悪
な
も
の
に
し
た
。
今
ま
で
の
政
権
は
、
中
国

の
覇
権
的
な
活
動
を
脅
威
と
し
な
が
ら
も
、｢

お
互

い
が
脅
威
と
な
ら
な
い
」
と
い
う
日
中
首
脳
会
談

（
２
０
０
８
年
）
で
の
合
意
の
下
、
双
方
の
共
通

利
益
を
重
視
す
る
「
戦
略
的
互
恵
関
係
」
の
た
め

の
外
交
努
力
も
進
め
て
き
た
。
日
本
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
の
悪
化
は
、
中
国
と
の
武
力
対
立
の
意

思
を
示
し
た
高
市
首
相
の
政
治
姿
勢
に
あ
る
。

日
本
国
憲
法
の
前
文
は
「
全
世
界
の
国
民
が
、

ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う

ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
」

と
定
め
て
い
る
。
日
本
国
民
だ
け
で
な
く
、
全
世

界
の
国
民
に｢

平
和
的
生
存
権
」
が
有
す
る
こ
と
を

認
め
た
日
本
は
、
国
際
社
会
に
対
す
る
立
場
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
生
命
と
尊
厳
を
最
優
先
し
、

特
定
の
国
の
国
民
を
軍
事
的
に
敵
視
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な
る
。
法
の
支
配
か
ら
、
力
の
支
配

へ
と
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
世
界
で
、
日
本
が

す
べ
き
こ
と
は
、
仮
想
敵
国
を
前
提
と
す
る
軍
事

同
盟
や
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
人
権
保
障
や
武
力
行
使
禁
止
の
た
め
の
国
際

的
な
枠
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
外
交
で
あ
る
。

「
平
和
っ
て
祈
る
だ
け
か
と
子
に
聞
か
れ
」
は
、

昨
年
の
毎
日
新
聞
の
仲
畑
流
万
能
川
柳
で
最
優
秀

に
な
っ
た
作
品
だ
。
今
こ
そ
、
国
レ
ベ
ル
の
外
交

だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体
、
文
化
、
経
済
、
政
党･

議
員
、
市
民
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
外

交
を
通
し
て
、
信
頼
関
係
を
醸
成
し
、
戦
争
が
起

き
な
い
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
市
民
に
よ
る
集
会
や
デ
モ
も
、
高
市
政
権

の
軍
拡
、
改
憲
の
動
き
に
抗
す
る
市
民
の
存
在
を

世
界
に
示
す
と
い
う
意
味
で
立
派
な
外
交
だ
。

大
井
九
条
の
会
代
表

田
村
嘉
浩

第１１７号 大井九条の会会報 ２０２５年５月２２日

大井九条の会
事務局連絡先
83-2358 二上

学
習
で
は
５
月
２
日
の
報
道
特
集
「
高
市
総

理
が
22
年
前
に
書
い
た“
憲
法
改
正
の
ス
ス
メ
”
・
・

浮
か
び
上
が
る
憲
法
観
」
、
５
月
３
日
の
毎
日

新
聞
「
時
代
の
風
」
「
憲
法
記
念
日

９
条

生

身
の
現
実
に
思
う
」
な
ど
で
日
本
国
憲
法
や
自

衛
隊
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
８
月
22
日
平
和
の
集
い
に
つ
い
て
は
、
チ

ラ
シ
配
布
、
会
計
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

５
月
９
日
の
定
例
会
で
は

日
本
国
憲
法

第
二
章
戦
争
の
放
棄

第
九
条
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力

に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

第
二
項
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ

を
認
め
な
い
。

次
回
定
例
会

・
６
月
７
日
（
日
）
14
時
～
16
時

・
そ
う
わ
会
館
第
２
会
議
室

大井九条の会平和の集い

平和への思いを語る会
朗読劇
「If I must die ガザからのメッセージ」
～絶望の中で語る希望の物語～

パレスチナの英文学者で大学教授が
自分の死を予感して書き残した詩やガ
ザ内外のパレスチナ人の手記や日記、
詩などを通してパレスチナの実相を共
有できればと企画しました。

日 時：2025年8月22日(土)
14:00 ～16:00

場 所：大井町生涯学習ｾﾝﾀｰ
２階 第1･2会議室

参加費：500円 (高校生以下無料)

憲法記念日に寄せて 憲法改悪の岐路だからこそ、憲法の平和理念を生かした外交を


